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令和 7年第 1回定例会　議決一覧表
議案等番号 件　　名 議決日 議決結果

諮問第 1号 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて 7.2.26 同　　意

諮問第 2号 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて 7.2.26 同　　意

認定第 1号 令和６年度古河市一般会計補正予算（第８号）の専決処分の報
告及び承認を求めることについて 7.2.26 承　　認

議案第 1号 令和７年度古河市一般会計予算 7.3.14 原案可決

議案第 2号 令和７年度古河市国民健康保険特別会計（事業勘定）予算 7.3.14 原案可決

議案第 3号 令和７年度古河市古河福祉の森診療所特別会計予算 7.3.14 原案可決

議案第 4号 令和７年度古河市後期高齢者医療特別会計予算 7.3.14 原案可決

議案第 5号 令和７年度古河市介護保険特別会計（保険事業勘定）予算 7.3.14 原案可決

議案第 6号 令和７年度古河市ゴルフ場事業特別会計予算 7.3.14 原案可決

議案第 7号 令和７年度古河市古河駅東部土地区画整理事業特別会計予算 7.3.14 原案可決

議案第 8号 令和７年度古河市水道事業会計予算 7.3.14 原案可決

議案第 9号 令和７年度古河市下水道事業会計予算 7.3.14 原案可決

議案第 10号 古河市総合計画審議会条例の一部改正について 7.3.14 原案可決

議案第 11号 古河市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正につ
いて 7.3.14 原案可決

議案第 12号 古河市議会議員報酬等条例の一部改正について 7.3.14 原案可決

議案第 13号 古河市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
の一部改正について 7.3.14 原案可決

議案第 14号 古河市長等の給与の特例に関する条例の一部改正について 7.3.14 原案可決

議案第 15号 古河市手数料条例の一部改正について 7.3.14 原案可決

議案第 16号 古河市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強
化に係る固定資産税の特例に関する条例の一部改正について 7.3.14 原案可決

議案第 17号 古河市医療費助成に関する条例の一部改正について 7.3.14 原案可決

議案第 18号 古河市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部改正について 7.3.14 原案可決
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議案等番号 件　　名 議決日 議決結果

議案第 19号 古河市予防接種条例の廃止について 7.3.14 原案可決

議案第 20号 古河市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例の一部
改正について 7.3.14 原案可決

議案第 21号 古河市ネーブルパーク条例の一部改正について 7.3.14 原案可決

議案第 22号 古河市市営住宅条例の一部改正について 7.3.14 原案可決

議案第 23号 古河市建築基準条例の一部改正について 7.3.14 原案可決

議案第 24号 古河市排水設備補助金交付条例の廃止について 7.3.14 原案可決

議案第 25号 古河市三和健康ふれあいスポーツセンターの設置及び管理に関
する条例の一部改正について 7.3.14 原案可決

議案第 26号 古河市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の
一部改正について 7.3.14 原案可決

議案第 27号 令和６年度古河市一般会計補正予算（第９号） 7.3.14 原案可決

議案第 28号 令和６年度古河市国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算
（第４号） 7.3.14 原案可決

議案第 29号 令和６年度古河市古河福祉の森診療所特別会計補正予算（第３
号） 7.3.14 原案可決

議案第 30号 令和６年度古河市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 7.3.14 原案可決

議案第 31号 令和６年度古河市介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算
（第４号） 7.3.14 原案可決

議案第 32号 令和６年度古河市ゴルフ場事業特別会計補正予算（第２号） 7.3.14 原案可決

議案第 33号 令和６年度古河市古河駅東部土地区画整理事業特別会計補正予
算（第３号） 7.3.14 原案可決

議案第 34号 令和６年度古河市水道事業会計補正予算（第３号） 7.3.14 原案可決

議案第 35号 令和６年度古河市下水道事業会計補正予算（第３号） 7.3.14 原案可決

◆色付き部分は賛否が分かれた案件
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請願・陳情一覧表
番　　号 件　　名 付託委員会 審議結果

令和 7年
請願第 1号

茨城県の事務職採用試験における国籍要件撤廃の見
直しを求める請願 総 務 常 任 委 員 会 不 採 択

令和 7年
請願第 2号

「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充
を求める意見書」採択の請願書 総 務 常 任 委 員 会 不 採 択

令和 7年
陳情第 3号

市民のほとんどが知らぬ「死体埋葬許可証」
死体とは物体を表わす。物体では建前上は魂にもな
れず、また納骨を埋葬と表現するのもおかしい。故
に故人の尊厳、遺族への哀悼を意味する「遺体納骨
許可証」と名称変更を国に求める請願を市議会に陳
情とす。

文教厚生常任委員会 不 採 択

◆色付き部分は賛否が分かれた案件

賛否の分かれた議案等
○賛成、×反対

議案等番号

政友会 古河市
公明党

市民ベース
の会 真政会 無会派

佐
藤
　
　
泉

小
森
谷
博
之

鈴
木
　
　
務

小
林
登
美
子

印
出
　
慎
也

赤
坂
　
育
男

鈴
木
　
　
隆

高
橋
　
秀
彰

佐
藤
　
　
稔

靏
見
久
美
子

佐
々
木
英
徳

増
田
　
　
悟

落
合
　
康
之

阿
久
津
佳
子

立
川
　
　
徹

黒
川
　
輝
男

園
部
　
増
治

青
木
　
和
夫

稲
葉
　
貴
大

齊
藤
由
美
子

渡
邊
　
澄
夫

関
口
　
和
男

古
川
　
一
美

秋
庭
　
　
繁

議案第 1号 ○ － ○ ○ ○ ○ × ○ ×

議案第 2号 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第 4号
から 9号 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議案第 16号 ○ － ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

令和 7年
請願第 1号 × － × × × × × ○ ×

令和 7年
請願第 2号 ○ － ○ × ○ × × × ○

令和 7年
陳情第 3号 × － × × × ○ × × × ○ ○

※議長は表決に加わらないため「－」と表示。
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金額は万円未満を四捨五入、（　）内は対前年度比

下水道事業

＼ 過去最大額　※合併以降 ／

ゴルフ場事業

９,１００万円

（±０円）

予 算 特 別 委 員 会 開 催

令和７年度当初予算を審査しました

特別会計・企業会計予算特別委員会

古河福祉の森診療所

１億２,４００万円

（＋３６０万円）

一 般 会 計 予 算 特 別 委 員 会

後期高齢者医療

２１億８,１５０万円

（＋２,３２０万円）

特別会計・企業会計予算審査の様子（３月７日）

介護保険（保険事業勘定）

１１８億２,８００万円

（＋３億８,８００万円）

（　）内は対前年度比

古河駅東部土地区画整理事業

１３億４,２７０万円

（＋２００万円）

６０３億４,０００万円

（対前年度　＋58億9，０００万円）

国民健康保険（事業勘定）

１３６億６,２２０万円

（△２億５,６４０万円）

水道事業

【収益的支出】 【資本的支出】

２５億９,３７７万円 １１億４,４１８万円
（＋８,０４８万円） （△７億４,５９２万円）

【収益的支出】 【資本的支出】

４１億４,３１１万円 １９億９,８４８万円
（＋３２４万円） （△４億７,２０５万円）

一般会計予算審査の様子（３月５・６日）

　令和 7年度一般会計、6特別会計および水道事業会計、下水道事業会計予算を慎重に審査する
ため、一般会計予算特別委員会、特別会計・企業会計予算特別委員会に分かれ、3月 5日、6日、
7日の 3日間にわたり、各会計予算の審査を行いました。

一 般 会 計

特 別 会 計

企 業 会 計
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令和 7年度予算に対する各会派の意見令和 7年度予算に対する各会派の意見

　花火大会等のイベントは、集
客力もあり華やかだが、一過性
のもので、見せかけ感もある。
通学路の安全確保等、安全安心
なまちづくりの優先が、真に市
の発展につながると考え、反対。

関口　和男

　公共施設の老朽化対策、教育
環境の整備、新たなまちづくり
拠点の創出、事業承継など地域
活性化を目指している点は評価
できる。社会保障費が増大する
中、歳出改革は必要である。

古川　一美

　一般会計の小中学校給食費無
償化および体育館のエアコン設
置は評価するが、窓口民間委託、
不明瞭な市の魅力発信事業や、
新公会堂建設構想など、民間頼
りの予算であり、賛成できない。

秋庭　　繁

　令和７年度一般会計予算は、合併以降最大の
603億４千万円となり「華のある都

ま
市
ち
　古河」

の実現への積極性が感じられる。にぎわいの創
出、地域経済・雇用の創出、移住・定住の促進、
子育て支援の施策は評価できる。当会派では、
未来産業用地開発事業（東山田・谷貝地区）の
推進と早期実現を望む。

佐藤　　泉　　小森谷博之　　鈴木　　務
小林登美子　　印出　慎也　　赤坂　育男
鈴木　　隆　　　　　　　　　　　　　　

政　友　会

会派に属さない議員

　令和７年度予算は、給食費無償化の継続や、
骨粗しょう症検査、スクールロイヤー制度およ
び電子図書館の導入など、当会派の政策提案も
盛り込まれ、市民生活の安心、安全を見据えた
新年度予算を評価する。また、ＳＤＧｓ理念を
基に、地域経済の活性化や移住・定住の促進な
ど、本市の持続可能な施策推進に期待する。

高橋　秀彰　　　　佐藤　　稔
靏見久美子　　　　佐々木英徳

古河市公明党

　新年度は「教育・福祉の充実」、「都市基盤の
充実」、「産業の育成」、３つの重点政策を掲げ、
一般会計 603億４千万円、前年度対比 10.8％
増の合併以降過去最大の予算規模である。先進
技術を積極的に取り入れ、ＧＸ、ＤＸをはじめ
「ＳＤＧｓ未来都市」として、持続可能な開発
と諸法令を遵守した予算執行を期待する。

増田　　悟　　　　落合　康之
阿久津佳子　　　　立川　　徹

市民ベースの会
　令和７年度一般会計予算は、603 億円を超
える予算となった。特に本年は、合併 20周年
を迎える節目の年であることからも「華のある
都
ま
市
ち
　古河」の実現に向け、重点施策に沿った

予算編成になっている。今後も、市民の皆さま
が希望の持てる古河市を創れるよう、住民福祉
の向上に期待するところである。

黒川　輝男　　　　園部　増治
青木　和夫　　　　稲葉　貴大
齊藤由美子　　　　渡邊　澄夫

真　政　会
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各会派の代表者が市長の施政方針に対する代表質問をしました。
２次元コードを読み取ると、録画映像をご視聴いただけます。代　表　質　問

（仮称）古河市新公会堂につい（仮称）古河市新公会堂につい
てて
問　ＰＰＰ（※）を用いたＰＦＩ（※）

の活用は、財政負担の軽減や効
率的な公共サービスの提供を目
的としているが、適切な契約管
理や透明性の確保が不可欠であ
る。行政が十分な監督能力を持
ち、民間とのバランスを適切に
取ることにより、子どもから高
齢者まで多くの市民に親しまれ
る文化拠点として、市民の声を

大切にしながら進めていただき
たい。

答（市長）市内の文化的な施設
や、スポーツ施設については、
指定管理者制度という形で民間
委託している。その経験を踏ま
え、提案のあった事業者２者と
の協議を重ね、民間企業の参画
意欲を高めたい。透明性といっ
た課題をクリアするために、本
年度予算化したアドバイザリー
委託を考えている。今後は市民
説明会などの開催で情報共有を
図り、市民に親しまれる文化交
流拠点整備を進めていきたい。

ごみ袋有料化についてごみ袋有料化について

問　令和８年４月１日の施行ま

で約１年間あるが、ごみ袋有料
化と仕分け細分化が市民に十分
に浸透し、混乱なく施行日を迎
えられるよう、周知方法の具体
性と効果を伺う。

答（市長）今回の取り組みは、
有料化してお金を取ることが目
的ではなく、指定ごみ袋の導入
で、ごみの減量化を目指してい
る。環境負荷の軽減や、カーボ
ンニュートラルへの貢献も期待
されるため、目的や意義につい
て、市民へ丁寧な説明を行い、
理解を得ながら進めていきたい。

政友会
（質問者：小森谷　博之 議員）

施政方針について施政方針について

問　①教育福祉の充実について。
針谷市政８年間に、給食費無償
化、学校施設改修、ＩＣＴ教育
の充実化など、ハード面での教
育環境は素晴らしいが、教育の
要である、道徳等の精神面での
教育にどう取り組むのか伺う。
②産業の育成について。農業は
重要な産業の一つである。農家
の育成にどう取り組むのか。具

体的施策、手法を伺う。③生活
環境について。古河地区のごみ
処理施設の今後と、指定ごみ袋
有料化の方針、展開について伺
う。④都市基盤づくりについて。
大堤南部地区の区画整理や新駅
誘致、未来法での開発を伺う。

答（市長）①社会の変化に柔軟
に対応し、未来を切り開く人材
を育成するため、教育環境の整
備と豊かな心の育成を両輪とし
て取り組みたい。②後継者不足
対策で、国の経営継承・発展等
支援事業を活用した補助を実施
している。また、県が事業主体
となり、市内４地区で農地の圃

ほ

場整備をしている。農家の営農
効率の向上等にもなるので、事
業の早期完成に努めたい。③古

河クリーンセンターは、一般的
な施設寿命の30年が経過し、将
来的な継続は難しい。跡地利用
等を有効活用できるよう検討し
たい。指定ごみ袋導入は、さし
ま環境管理事務組合で決定した、
ごみ減量化に関わる取り組みで
ある。市民の協力が必要なため、
丁寧な説明を行い、理解を得な
がら進めたい。④スポーツ施設
等の新たなにぎわい拠点の整備
は、地域未来投資促進法の基本
計画の趣旨に沿うものである。
大堤南部地区のまちづくりと、
新駅設置の起爆剤にもなると考
えており、今後、南側エリア拡
張と施設等の誘致を研究し、魅
力的なまちを目指していきたい。

真政会
（質問者：黒川　輝男 議員）

※ＰＰＰ…公共サービスの提供に民間が参画する手法を幅広く捉えた概念
※ＰＦＩ…ＰＰＰの枠組みの一つで、民間の資金、経営能力および技術的能力を活用して、公共施設等の建設、維持管理を行う手法 7
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（仮称）古河市新公会堂につい（仮称）古河市新公会堂につい
てて
問　①建設候補地について、市
民委員会とは何に基づいて設置
されているのか。②採決に欠席
者の数まで含まれるのは疑義が
あるがどうか。

答（市長）①候補地は旧古河体
育館跡地と大堤地内に絞り込ま
れ、１月21日の第10回市民委員
会において、大堤地内が多数決
にて選定された。市民委員会は、

地方自治法第 138 条の４第３項
に基づき、市の条例で定められ
た附属機関である。②市民委員
会の運営については、一切口出
しできないものと考えているが、
条例との整合性に疑義が生じな
いよう、条例に基づいた運営を
するよう意見したい。

生活環境について生活環境について

問　①さしま環境管理事務組合
との具体的協議内容についてど
のようになっているか。②二酸
化炭素排出抑制対策事業費補助
金の交付要件は「ごみ有料化の
検討」となっており、「実施」と
は書いていない。まずはごみの
分別が先であり、有料化はその
後でもよいと思う。令和８年４
月１日実施は時期尚早であると

考えるが市長の見解はいかがか。

答（市長）①令和10年４月１日
の古河地区加入を目標とし、事
務手続きなどの確認作業を事務
レベルで行っている段階である。
②国の補助金にも予算の枠があ
るため、いろいろな市や組合か
ら申請が上がると、その枠の取
り合いとなる。検討中の自治体
と、ごみ減量化を実施している
自治体とで、国がどのように判
断するかは非常に重要である。
より補助が受けられやすい条件
を整えていきたい。

≪その他の質問≫
・都市基盤の充実について

市民ベースの会
（質問者：落合　康之 議員）

小中学校の適正規模、適正配置小中学校の適正規模、適正配置
に向けた基本方針策定についてに向けた基本方針策定について
問　小中学校の適正規模、適正
配置の取り組みにおいて大事な
ことは、将来を担う子どもたち
の健やかな成長と学びをいかに
保証していくかである。今後は、
教育的観点から、丁寧な説明に
努め、保護者や地域の方の理解
と協力の下で進めていく必要が
あると考えるがどうか。

答（市長）地域の声に耳を傾け

ることは非常に大切であり、学
校再編に係る基本方針策定後は
意見交換を行う。学校の現状を
知ってもらい、学校をどうして
いくべきか、しっかり話し合い
たい。子どもたちの学習や成長
にとってふさわしい学校になる
よう、中長期的な視点に立って
必要な方策を講じていく。

持続可能な地域公共交通網の構持続可能な地域公共交通網の構
築について築について
問　今後は、ＳＤＧｓの理念で
ある「誰一人取り残さない」観
点から、民間交通事業者と協働
した取り組みや、福祉部門との
連携により、市民のさらなる移
動手段の充実、確保に取り組む
必要があると考えるがどうか。

答（市長）地域の実情に応じた

交通ネットワークの形成と市民
ニーズに対応した運行体制は必
要不可欠である。福祉部局との
密な連携や民間の輸送資源等の
活用で、誰もが、いつでも安全
に外出できる持続可能な地域公
共交通網の構築を推進し、モビ
リティサービス社会の実現に向
けて取り組んでいきたい。

≪その他の質問≫
・多文化共生指針の策定について
・古河市こども計画の策定について
・市内空き店舗の有効活用について

古河市公明党
（質問者：高橋　秀彰 議員）
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一 般 質 問
市　政　を　問　う

古河市の人口について古河市の人口について

問　①過去３年間の転入元・転
出先、②外国人の転入・転出者
の割合や、転入元・転出先、③
転入・転出者の年齢層、④移住
支援金申請時のアンケートの回
答内容、以上を伺う。

答（市民部長）①転入は小山市、
境町、転出は小山市、さいたま
市の順で多い。②転入は約 30％、
転出は約 25％の割合である。転
入元は国外は不明、国内は成田

市、常総市、転出先は太田市、
ベトナムの順で多い。③転入は
20代が約 41.5％、転出も20代
が約 45％と多い。
答（企画政策部長）④移住の理
由は62％が「実家に近い」など
で、ＵターンおよびＪターンが
多い状況である。古河市を選ん
だ理由は、都心へのアクセス性
という回答が多い。

古河市の道路について古河市の道路について

問　①道路陥没など緊急事態発
生時の市の対応方法、②道路修
繕の要望に対応する順番などの
基準、③市内道路下の水道管、
下水道管の管口径の大きさ、④
道路陥没の箇所数や原因、⑤水
道管、下水道管、電線以外に市
が管理する埋設物、以上を伺う。

答（都市建設部長）①市占用物
件を起因とする道路損傷事案が
生じた場合、国道、県道は道路
管理者の指示に従って対応する。
②安全性を最優先に道路の劣化
状況等を総合的に判断し決定し
ている。⑤雨水排水管等がある。
答（上下水道部長）③水道管は
50から1,000ミリメートルまで、
下水道管は150から1,500ミリ
メートルまでの管口径である。
④道路陥没は水道管と電線はゼ
ロ件で、下水道管は６件と聞いて
おり、地下水の影響による埋め
戻し材の流出が原因と思われる。

立川　　徹 議員

　第 1回定例会の一般質問は、3月 12日、13日の 2日間行われ、12人の議員が登壇し、市政全般
について質問がされました。
　一般質問とは、執行機関に対し施策・事業等の現況や将来計画の考え方など、市民に密着した問題
をただすため行うものです。各議員の質問と答弁の要旨をお知らせします。
　議員名の右側にある２次元コードを読み取ると、録画映像をご視聴いただけます。
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古河駅周辺の活性化について古河駅周辺の活性化について

問　①駅周辺の現状と課題、②
「華のある都

ま ち
市　古河」を目指

すには。駅周辺の活性化に向け
た今後の取り組み、以上につい
て伺う。

答（副市長）①空き店舗の増加
等が深刻な課題である。②昨年
立ち上げた古河サークルにて創
業と事業承継を一体的に推進す
る。創業に関心のある方と、空
き店舗所有者等が気軽に相談、

マッチングできる仕組みをオー
ル古河市で取り組んでいく。

多文化共生の推進について多文化共生の推進について

問　①在住外国人の状況（国籍
別人数や在留資格等）、②現行の
在住外国人への支援、③多分化
共生の現状の課題、④多分化共
生に向けた今後の新たな取り組
み、以上について伺う。

答（副市長）④庁内の意識醸成
や、市内在住外国人にアンケー
トを実施し、令和７年度早期に
多文化共生指針を策定する。
答（企画政策部長）①ベトナム
が約1,510人と最多で、就労可能
な在留資格が増加している。②
外国人アットホームｉｎ古河で
一元的相談窓口を設置している。

③県内４番目に外国人が多く、
生活支援等は急務の課題である。

英語教育について英語教育について

問　①現行の英語教育活動の内
容、②今後の英語教育の充実と
推進、以上について伺う。

答（教育部長）①小学校１・２
年生の生活科の授業時数を年間
10時間ずつ英語活動に充ててい
る。②対面方式としてイングリッ
シュキャンプ、オンライン方式
としてジョイタイム等を実施し、
英語力向上を目指す。

齊藤　由美子 議員

ごみ処理一元化についてごみ処理一元化について

問　①進
しん
捗
ちょく
状況、②有料指定袋

の価格、原価製造費、小売販売
手数料、流通管理委託費、その
他事務委託手数料、また、指定
ごみ袋はさしま環境管理事務組
合で統一なのか、③可燃ごみ収
集日の増減、④古河地区一元化
での物理的問題や課題、既に分
別・減量化を行っている古河地
区市民への評価、古河クリーン
センターの存続の有無、一元化
後の建物や跡地利用、⑤市民へ

の説明・合意形成における視
点・着地点とスケジュール、⑥
市長が考える指定有料可燃ごみ
袋および３地区一元化の導入時
期、受益者負担と公平性、以上
について、所見を伺う。

答（市長）⑥指定ごみ袋導入は
令和８年４月１日、一元化は令
和10年度が目標である。ごみ袋
をただで買っている方はいない。
ごみを多く出す家庭の応分負担
は、公平と言えるのではないか。
答（市民部長）①２月13日、さ
しま環境管理事務組合全員協議
会で市民向けガイドブックの説
明があり、協議している。②製
造費、手数料、委託料等の詳細
は、いずれも決定していない。
袋の価格は構成市町間で不公平
感が生じないよう、組合提示の

設定案に準じるのが望ましいと
考える。③指定ごみ袋導入によ
り、可燃ごみが削減できれば、
年間収集日数を減らす検討も必
要である。④坂東市のごみ処理
施設までの距離や時間等の問題
がある。古河地区市民の方々に
は、20 年以上前からプラスチッ
ク容器分別に協力いただき、感
謝している。古河クリーンセン
ターは、一元化後は施設廃止を
考えており、跡地利用を踏まえ、
組合と協議している。⑤説明会
のスケジュールは未定である。
あくまでもごみ減量化が着地点
であり、持続可能な循環型社会
の構築につながると考えている。

阿久津　佳子 議員
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第83期名人戦古河対局につい第83期名人戦古河対局につい
てて
問　①どのような経緯で応募さ
れ、選定されたのか、②今後、
どのようなサイドイベントを開
催する予定なのか、③名人戦開
催後、この効果をどのように持
続させるのか、伺う。

答（企画政策部長）①合併 20
周年記念事業として、知名度向
上などが見込めるため応募した。
名人戦開催への情熱や本市の歴
史も評価され、選定されたと認

識している。②勝負めしのほか
に、前夜祭やプロ棋士による子
ども向け指導対局などを計画し
ている。③対局に提供したメ
ニューブックを店舗に設置する
など、関連施策を検討していく。

古河市の災害対応力の強化につ古河市の災害対応力の強化につ
いていて
問　①１月30日に実施した大地
震発生図上訓練の内容について、
②今後の災害対応力向上に向け
た取り組みについて、伺う。

大地震発生図上訓練の様子
(三和庁舎にて )

答（市長）②定期的な訓練等を
今後も行う。自助、共助の増強
のため、出前講座や地域防災勉
強会など普及啓発を進めていく。
答（総務部長兼危機管理監）①
夜間に震度６強の直下型地震が
発生した場合の初動活動につい
て、ブラインド方式（※）で実施した。

ネーミングライツについてネーミングライツについて

問　①導入施設数と命名権の総
額について、②担当所管として
導入課題等について、伺う。

答（財政部長）①対象30施設の
うち20施設に導入し、総額は過
去最高の 748 万円である。②未
導入の10施設は、施設利用者が
少ないなど、企業側のデメリッ
トもあり、課題となっている。

小林　登美子 議員

インフラ維持管理についてインフラ維持管理について

問　インフラの維持管理は、安
心、安全な古河市を守る上で必
要不可欠である。それにはお金
が掛かり、財源がないと維持管
理ができない。他の自治体と比
べてインフラ整備に力を入れて
いる財務体系だと感じているが、
市の所見を伺う。

答（市長）市民生活に不可欠な
生活インフラの老朽化対策は重
要な課題である。関係各課の連

携強化、民間技術やＤＸなどさ
まざまな手法の活用により、維
持管理のさらなる効率化を進め
る。そして、計画的な修繕を図
り、適正管理に努めて、市民の
安心、安全を担っていきたい。

ＳＮＳの活用についてＳＮＳの活用について

問　①市公式ＬＩＮＥとＹｏｕ
Ｔｕｂｅの登録者数の推移、②
市公式ＬＩＮＥ登録者増加に向
けて、市ホームページのトップ
画面から登録できるアイコンを
設置すべきと考えるが、所見を
伺う。③市公式ＹｏｕＴｕｂｅ
を収益化すべきと考えるが、所
見を伺う。

答（企画政策部長）①どちらと
も登録者は年々増加傾向にある。

②スマートフォンからの閲覧が
７割を超えており、今後も増加
するものと考えている。多くの
方に登録してもらえるよう、ス
マートフォン版、市ホームペー
ジにおけるトップページへのＬ
ＩＮＥリンクボタンの設置を進
める。③現在、収益化条件を満
たしているため、収益化も視野
に入れつつ、市内外への情報発
信ツールとして運用していきた
い。

≪その他の質問≫
・生活保護受給について

印出　慎也 議員

※ブラインド方式…事前に訓練参加者に詳細な情報は知らされない、より実践的な形式
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避難所等の通信確保について避難所等の通信確保について

問　能登半島地震では通信遮断
が救助、復旧に影響を及ぼした。
各会社が通信復旧を試みる中、
衛星通信サービス「スターリン
ク」が大きく貢献した。今後の
災害時に備え、避難所等での通
信手段の確保について伺う。

答（総務部長兼危機管理監）Ｋ
ＤＤＩ株式会社と通信設備の復
旧や、スターリンク等の貸し出
しを盛り込んだ災害協定を令和

６年度に締結した。災害時は電
話がつながりにくくなるため、
インターネットを利用した通信
は重要であり、避難所のみなら
ず避難先となるべきエリアを今
後も整備していく。また、防災
訓練時にＫＤＤＩスタッフによ
るスマートフォン教室を開催し、
市民へ災害時の接続方法等を教
示してもらうことも進めている。

生活保護について生活保護について

問　生活保護制度は、憲法第25
条に基づき、国民の最低限度の
生活を保障する仕組みだが、本

来支援を受けられる人がさまざ
まな理由で利用できていないこ
とが問題視されている。受給者
の自立には就労支援が不可欠で
あり、生活保護世帯の子どもが
十分な教育機会を得られるよう
支援が求められる。市の取り組
みについて伺う。

答（福祉部長）就労支援員２人
を設置し、ハローワークと連携
しながら、早期自立を支援して
いる。令和５年度は、就労支援
プログラムの対象者117人中、
44 人が就労に結び付いた。子
どもがいる世帯には、入学準備
金等や、部活動等に必要な費用
の支援がある。大学進学に係る
給付金のほかに、高校卒業の就
職者へ新生活立ち上げ支援に係
る給付金の支給も始まった。

佐々木　英徳 議員

自主事業のクラブ活動について自主事業のクラブ活動について

問　ゴヨーふれあいスポーツセ
ンターの指定管理業務は本年４
月より団体Ｂに決定した。従来
の管理団体Ａは本市合併時から
自主事業のスイミングクラブ・
令和４年から体育クラブを実施
し、300 人超えの会員が在籍す
る。団体Ａはその業務を３月末
で終了すると発表し、団体Ｂが
自主事業のクラブ活動を継続す
るかどうか不透明かつ情報が少
ないため、クラブ活動の継続を

願って保護者代表は2,005 人の
署名入り嘆願書を教育長宛てに
提出した。①これらをどのよう
に受け止めるのか。②官民一体
となった自主事業について伺う。

答（市長）②利用者ニーズを的
確に把握し、魅力ある教室等で、
よりよい市民サービスの提供に
つながると認識している。団体
Ｂにおいても、現在と同様のク
ラブ等の継続実施により、市民
の健康保持、増進に寄与するこ
とで、古河市スポーツ推進計画
の基本理念の実現を目指したい。
答（教育部長）①多くの方がス
イミングクラブ、体育クラブの
継続を大変強く望んでいると受
け止めた。団体Ｂにおいては、
単発的な教室ではなく、継続的
なクラブとして開設する。スイ

ミングクラブでは、キッズクラ
スなど開設するクラス数に変更
はないが、実施曜日が３枠増や
され、内容の充実も図られる。
各種マシンなどは、現在と同様
のマシンを設置し、新たにスト
レッチマシン２台も追加すると
のことである。また、団体Ａの
指導者や従業員の中には、継続
雇用を希望する方が多いと伺っ
ている。団体Ｂに替わっても、
利用者の混乱を招くことのない
よう、安定した運営とサービス
向上に努めるよう指導していく。

鈴木　　務 議員

ゴヨーふれあいスポーツセンター
温水プール
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子育て支援について子育て支援について

問　赤ちゃんにミルクをあげた
り、おむつ替えをする授乳室の
設置は進んでいるが、授乳室で
搾乳もできることは理解が進ん
でいない。公共施設の授乳室で
搾乳もできるよう整備が必要で
あるが、課題と所見を伺う。

答（財政部長）出産された女性
が、衛生的かつ落ち着いた環境
で搾乳できる環境を整備するこ
とは大切である。市の公共施設

11カ所の授乳室を整備するには、
設置環境等の物理的制約もある
ため、関係部署と連携し、調整
の上、すぐに進められる搾乳マー
クの表示等を推進する。

圃圃
ほほ
場整備事業について場整備事業について

問　圃場整備を推進することで
用排水路の整備、労働力の軽減
や採算性の向上、農地の有効利
用が図られ、次世代の担い手確
保ができる。上大野・上片田地
域に隣接する小山市の圃場整備
が完了した場合、古河市の農地
への影響は大きい。特に、用排
水路はひどい状態である。①現
状についての所見と、今後の小
山市との協議について。②地元
地権者への説明会等の考えはあ
るのか伺う。

答（産業部長）①小山市（仮称）
南和泉地区では圃場整備の地元
要望があり、令和７年度より地
域計画を行うと聞いている。小
山市と隣接する当該地域の別

べっ
当
とう

谷
や
地区は、中央を流れる用水路

が上流の小山市とつながってお
り、湛

たん
水
すい
被害の影響が考えられ

る。今後、小山市側との情報共
有に努め、十分協議していきた
い。②要望があった際には、関
係機関と連携し、進めたい。

靏見　久美子 議員

自治会アプリの導入について自治会アプリの導入について

問　自治会活動における、役員
の高齢化や担い手不足などの解
決方法として活動のデジタル化
が必要と考える。平時は回覧板
の配信をメインとし、災害時に
は安否確認の機能を有した「自
治会アプリ」の導入を提案する
が、市の考えを伺う。

答（市民部長）さまざまな自治
会アプリケーションがあり、有
効活用できそうな機能が多数あ

る。導入を検討する場合、機能
面や費用面に対するメリット、
デメリットを調査し、自治会、
行政区のデジタル化へのニーズ
を把握するためにアンケートを
実施したい。自治会、行政区業
務の負担軽減を図る上でアプリ
ケーションの活用は有効なため、
引き続き研究していく。

自治会アプリ
「結ネットの
デモ画面」

認知症施策の推進について認知症施策の推進について

問　軽度認知症を加えた認知症

高齢者は1,000万人を超え、10年
後の2035年には団塊世代は全て
85歳以上となる。こうした時代
に対応する予防策の一つとして、
認知症の兆候を早期に発見する
「デジタルツール」の導入を提
案するが、市の考えを伺う。

答（福祉部長）議員紹介の枚方
市で導入されたデジタルツール
「のうＫＮＯＷ」は、自分の脳
の健康度をゲーム感覚でチェッ
クでき、幅広い年代で認知症予
防への関心を高める、使いやす
いツールと捉えている。さまざ
まなデジタルツールが開発され
ているため、情報収集を行い、
介護予防施策の効果が高められ
るよう調査していく。

佐藤　　稔 議員

古河市側の用排水路の現状
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水道事業の経営の一体化につい水道事業の経営の一体化につい
てて
問　①市町村単独の水道事業を
県の企業局に経営統合する流れ
および古河市の参加に伴う市民
の合意、説明について、②現在
参加する市町村、参加しない、
検討中の市町村の数について、
③南摩ダムの完成後の負担金に
よる水道料金の値上げについて、
以上を伺う。

答（上下水道部長）①３年程度
以内に経営の一体化、経営の統

合を進めていきたい。市民へは、
料金や経営変更などについて
「みずＴＩＭＥＳ」等の配布や、
状況に応じた手法で情報発信し
ていく。②参加団体は 21市町村、
検討中が 12 市町村および団体、
参加せずが 10 団体である。③
今後、南摩ダムの負担金が増え
てくる。最終的には水道料金の
値上げもやむを得ないだろうが、
国の交付金の活用や企業努力を
し、なるべく低い料金設定を維
持していくつもりである。

「（仮称）古河市新公会堂基本構「（仮称）古河市新公会堂基本構
想・基本計画市民委員会」につ想・基本計画市民委員会」につ
いていて
問　市民委員会は、当初の建設
候補地１（旧古河体育館跡地）
が多数だったが、今回候補地２
（大堤地内）に多数決で決めた。
多数の委員が指摘した交通渋滞、
洪水リスク、埋め立て地の課題
は解明されたのか伺う。

答（企画政策部長）複数のアク
セス動線の確保と安全性などか
ら、大堤地内の方が優位性があ
るとして選定に至ったと理解し
ている。浸水対応については、
周辺エリアに影響のないよう地
盤のかさ上げや調整池を整備し、
必要な対応を検討する。

秋庭　　繁 議員

不登校への対策について不登校への対策について

問　全国的に不登校児童生徒数
が増えている。①市の現状、②
支援体制について伺う。③支援
の選択肢を増やすため民間施設
との連携も深めるべきでは。

答（教育部長）①不登校児童生
徒数は、年々増加傾向にある。
②各学校で家庭訪問等を行い、
令和７年度は全中学校に校内教
育支援センターを設置する。③
学校内外の関係機関と連携し、

小さなＳＯＳを見逃さないよう
チームによる支援に注力する。

不登校児童生徒数の推移
（出典元：文部科学省HP）

道徳教育について道徳教育について

問　厳しい社会状況の中で自助
論の精神が重要になる。課題に
向き合い自立心を育てるために
道徳教育をどう充実させるか。

答（教育長）自ら考え、他者と
交流し合い、道徳的な判断力等
を養う教育活動の場面を設定す
ることで、社会をたくましく生

き抜く子どもたちを育てていく。

事務事業評価について事務事業評価について

問　社会保障費が増大し続ける
中で、自由に使える予算が限ら
れてくる。市民が納める税金を
少しでも有効活用するために、
自己点検を強化し、税金の使い
方や事業評価結果を分かりやす
く公開すべきと考える。①事業
評価の対象、②評価方法、③今
後の改善点について伺う。

答（企画政策部長）①原則、全
事業が対象である。②内部評価、
監査委員による決算審査や事業
評価書を議会へ報告している。
③ホームページの公表方法の見
直しや、外部評価導入に向け調
整していきたい。

古川　一美 議員
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小１プロブレムについて小１プロブレムについて

問　①小１プロブレムの概要に
ついて。②市の対応について。
③ＡＤＨＤ（※）への対応を含めた
今後の展望について。

答（教育長）③幼児教育施設と
の連携強化で、情報共有を行い、
ＡＤＨＤ等の発達障がいのある
子どもたちについても、対応を
充実させたい。
答（教育部長）①先生の話を聞
かないなど、入学後の落ち着か

ない状態が継続すること。②遊
びを通した活動から、教科ごと
の学びへスムーズにつながるよ
う相互授業参観等を行っている。

学校給食ハラール献立について学校給食ハラール献立について

問　①本市には６千人以上の外
国人が在住しているが、ハラー
ル献立の概要について。②市の
現状について。③隣町ではハラー
ル献立が導入されているが、課
題や今後の展望について。

答（教育長）③ハラール献立を
導入している他市町と情報交換
しながら、検討していきたい。
答（教育部長）①イスラム教の
教義に基づき許された食材や調
理方法を用いた献立である。②
宗教的配慮が必要な児童生徒を

支援するため、保護者から申請
を受け付けているところである。

スマートフォン、ＳＮＳへの対スマートフォン、ＳＮＳへの対
応について応について
問　スマートフォン、ＳＮＳは
いじめなどの要因になることが
多い。今後、どのように対策し
ていくのか。

答（教育長）児童生徒が自他の
権利を尊重し、情報社会での行
動に責任を持つことができるよ
う、より一層情報モラル教育を
充実させていく。

関口　和男 議員

※ＡＤＨＤ…年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力、および衝動性、多動性を特徴とする行動の障がいで、社会的な活動や学業の機能に支障をきたすもの。

鈴木　　務　議員

さしま環境管理事務組合

印出　慎也　議員　　小林登美子　議員　　佐々木英徳　議員　　鈴木　　務　議員
稲葉　貴大　議員　　靏見久美子　議員　　増田　　悟　議員

清水丘診療所事務組合

　さしま環境管理事務組合に選出されている議会議員に欠員が生じたため、
指名推選により、次の議員が選出されました。

　令和７年５月 15日で清水丘診療所事務組合議会議員の任期が満了となるため、指名推選に
より、次の７名の議員が選出されました。

この人に決まりました！
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【議会だより編集委員会】
委 員 長　印出　慎也
副委員長　立川　　徹
委　　員　小林登美子　稲葉　貴大
　　　　　靏見久美子

古河市議会事務局
　古河市長谷町 38番 18号
　☎ 0280-22-5111（代）

　３月に開催された第１回定例会では、令和７年度各会計
予算や議案等の審議、代表質問や一般質問が行われました。
　新年度もスタートし、新しい生活が始まった方もおられ
るでしょう。本紙においても議会だよりの掲載方法を、行
政視察で学んだ先進的な事例を積極的に取り入れ、市民の
皆さまの議会への関心や期待に添えるような、親しまれる
議会広報に努めてまいります。
� 副委員長　立川　　徹

編 集 後 記編 集 後 記

○開催時間は午前 10時です。
○産業建設常任委員会の開催時間は午前 10時 15分です。
※変更される場合もありますので議会事務局までお問い合わせください。

◆◆◆　令和７年　第２回定例会の会期予定◆◆◆

本会議 50人
委員会 0人
議場コンサート 15人
合　　計 65人
※傍聴者数は延べ人数

第 1回定例会の傍聴者数

議会の様子・会議録
を見てみよう！

古河市議会ホームページ、
または下記２次元コードか
らご覧になれます。

議会中継 会議録検索

日 月 火 水 木 金 土
6/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10
本会議
（開会）

11
休会

12
本会議
（質疑）

13
総務常任委員会
産業建設常任委員会

14

15 16
文教厚生常任委員会

17
議場コンサート
本会議
（一般質問）

18
本会議
（一般質問）

19
本会議
（一般質問）

20
本会議
（閉会）

21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

議員研修会を開催しました 古河桃まつりを首相にＰＲ

　２月 17 日、弁護士の太田雅幸氏を講師に招
き、「議員のコンプライアンス」をテーマに、
議員研修会を開催しました。

　２月 20 日に観光大使「古河桃むすめ」ほか
関係者とともに、赤坂議長が首相官邸を訪
れ、石破茂首相に桃の花を贈り、３月に開催
された古河桃まつりをＰＲしました。

環境にやさしい植物油インキ
を使用しています
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